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いじめに関連するニュース番組の傾向と課題
―いじめ防止対策推進法施行後に放送された番組の内容分析―

藤原幸子（吉備国際大学）

キーワード：いじめ，ニュース番組，内容分析

問題と目的

メディアは社会問題の実態を伝え，解決に向け

ての情報を提供するうえで大きな意味を持つ。い

じめ防止対策推進法の施行などいじめ問題に対し

てメディアが果たしてきた役割は非常に大きい。

そこで本研究では，いじめを取り扱ったニュース

番組に着目し，いじめ防止対策推進法施行後 年

間の番組の推移や内容について検討することを目

的とした。

方 法

調査対象紙は発行部数が多く，購読率の高い全

国紙である読売新聞とした。対象期間は 年

月 日から 年 月 日までの 年間であ

る。対象番組は，藤原 にて抽出したいじ

め関連番組 本のうち，ニュース番組を再抽出

した。分析データは，テレビ番組表内の地上波

局 テレビ局 ，テレビ局 ，テレビ局 ，テレビ

局 ，テレビ局 ，テレビ局 の「番組名および

紹介」欄である。「番組名および紹介」欄にいじめ

という語を含むニュース番組を対象とした。

研究の全過程において「日本教育心理学会倫理

綱領」を遵守し，研究を実施した。

結果と考察

該当するニュース番組 本のうち， 年が

最も多く 本，放送局別ではテレビ局 が 本

％ ，他民放局が 本 ％ であった。

調査期間中，いじめはニュース番組で継続的に扱

われていた。いじめを扱う番組の内容は多様であ

った。「いじめ事件」を扱う番組も多かったが，「予

防対策」や「いじめの体験談」も扱われていた。

いじめは構造的な問題である。メディアはただ

いじめ事件や事実を伝えるのではなく，いじめの

背景に潜む社会の構造的な問題も含めた報道をす

ることが必要である。
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被援助志向性および友人からのサポート受容量が
満足感に及ぼす影響

―就職活動後期に着目して―

藤野真行（名古屋大学大学院）

キーワード：就職活動，実行されたサポート，被援助志向性

問題と目的

本研究は，就職活動後期における被援助志向性

と友人からの実行されたサポート（以下，サポー

ト受容量）がサポート受容と就職活動の つの満

足感に及ぼす影響を検討することを目的とする。

内定を得ることができたとしても就職活動満足

感が低い場合，卒業後の就職先で不適応に陥るこ

とが報告されている（白井， ）。木村・下村（ ）

では，就職活動に積極的でない男子学生は友人か

らのサポートを得ると就職活動満足感が低下する

ことを示している。しかし，就職活動満足感への

影響は就職活動に対する姿勢だけでなく，他者に

サポートを求めるかどうかの認知的枠組みである

“被援助志向性”や“サポート受容量”が関係し

ていることが考えられる。就職活動中の大学生は

他者と比較することで焦りや不安を感じながら就

職活動を続けている（妹尾， ）。この時期に友

人からサポートを得ることで自己評価が低下する

ことが考えられるため，求めていないサポートを

得ることは満足感を低下させることが予測される。

方 法

調査対象者 年卒予定の大学 年生を対象と

し， 調査を実施した。 名の中から を通

過した 名（男性： 名，女性： 名，その

他： 名）を分析対象とした。

調査時期 年 月～ 月

使用尺度 ①被援助志向性は成田・森田（ ）

の尺度を使用し 群に分類した。②福岡（ ）

の尺度で測定した「サポート受容合計得点」を「ス

トレス状況合計得点」で割った商を“サポート受

容量”とした。その後，群サイズが均等になるよ

うに少 中 多群に分類した。③本研究では，満足

感を 種類測定している。就職活動満足感は松田

ら（ ）の尺度を参考に一部変更し，使用した。

サポート受容満足感は，福岡（ ）で測定して

いるサポート受容に対する主観的な満足感の回答

を求めた。

結果と考察

被援助志向性（ ・ 群）×友人からのサポート

受容量（少・中・多群）の 要因分散分析を行っ

た。その結果，サポート受容満足感ではサポート

受容量の主効果が有意で，サポート受容量少群よ

り中・多群の方がサポート受容満足感は高かった

（全対象者：F (2, 120) = 9.16, p < .01, 男性：F (2, 
64) = 3.88, p < .05, 女性：F (2, 47) = 3.64, p < .05）。

就職活動満足感では，サポート受容量の主効果

が全対象者で有意で，全対象者ではサポート受容

満足感と同様，サポート受容量少・中群より多群

の方がサポート受容満足感は高かった（F (2, 120) 
= 6.24, p < .01； ）。男性では，交互作用効

果が有意であった（F (2, 64) = 3.14, p < .05；
）。サポート受容量少群では被援助志向性 群よ

り 群の方が就職活動満足感は高いが，サポート

受容量多群では差がなくなった。女性では，交互

作用および主効果は有意でなかった（Figure 3）。
以上の結果から， サポート受容満足感は，サ

ポートを多く得ることで満足感が高まるという，

先行研究と同様の結果が得られた。 サポートを

求めていない者は，サポートが少ない場合でも満

足感が高く，サポートを多く得ても満足感に差が

ないという結果は，男性のみにみられる特徴であ

った。つまり，サポートの効果はサポートの必要

性と性別によって，満足感に異なる影響を及ぼす

ことが示唆された。今後，就職活動前期から終期

にかけて縦断的な検討を行うことで，サポート受

容量の効果の変遷を明らかにする必要がある。
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